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令和７年度 第４３回 東北高等学校アーチェリー選手権大会 開催要項 

 

１ 主  催   東北高等学校体育連盟・青森県教育委員会・東北アーチェリー連盟 

 

２ 共  催   青森市・青森市教育委員会・青の煌めきあおもり国スポ・障スポ青森市実行委員会 

 

３ 後  援   青森県・(公財)青森県スポーツ協会・（一財）青森市スポーツ協会 

         ・青の煌めきあおもり国スポ・障スポ実行委員会 

 

４ 主  管   東北高等学校体育連盟アーチェリー専門部・青森県高等学校体育連盟・ 

         青森県アーチェリー協会 

 

５ 期  日  （１）開会式 令和 ７年 ６月２７日（金） 

（２）競 技 令和 ７年 ６月２７日（金）～２９日（日） 

（３）閉会式 令和 ７年 ６月２９日（日） 

 

６ 競技会場   新青森県総合運動公園 カクヒログループアスレチックスタジアム 

          〒０３９－３５０５ 青森県青森市大字宮田字高瀬２２－２  ℡０１７－７３７－０６００ 

 

７ 競技種目  （１）種目  アウトドアターゲット リカーブ部門（団体競技・個人競技） 

（２）種類  予選：７０ｍラウンド 

決勝：７０ｍオリンピックラウンド（団体・個人ともセットポイント制） 

（３）種別  男子団体・男子個人・女子団体・女子個人 

 

８ 競技規定  （公社）全日本アーチェリー連盟競技規則および大会運営規定を適用する。  

 

９ 競技方法 

（１）予選ラウンド 

① １レーン２標的で、１標的同時２名の２立制（ＡＢ・ＣＤ）とする。 

② プラクティスは、３分で２回行う。 

③ 得点記録・矢取りは１エンド（６射）ごとに行い、行射はＡＢ・ＣＤ、ＣＤ・ＡＢを繰り返す。 

④ 予選順位は、７０ｍ７２射の合計得点で決定する。なお、団体競技に出場する選手の予選記録は、個人競

技の予選を兼ねるものとする。 

⑤ 団体競技の予選順位は、出場選手４名中（同一チーム）上位３名の個人得点の合計で決定する。 

   ⑥ 団体競技の予選通過チームは男女１６位、個人競技の予選通過者は男女とも上位６４位までとする。 

⑦ 個人競技で６４位、団体競技で１６位が同点の場合は、シュートオフ（１射３０秒）によって、決勝ラウ

ンド進出を決定する。 

（２）決勝ラウンド 

① 団体競技・個人競技とも７０ｍの距離で行う。 

② 個人競技は１レーン２標的で、１・２回戦は１標的２名、その他は１標的１名で行う。 



2 

 

③ 得点記録・矢取りは１セットごとに行う。 

④ 個人競技の行射方法は、1/32イリミネーションからセミファイナルまでは、１セット１分３０秒３射の 

同時行射５セットマッチとする。尚、５セット終了時、同ポイントの場合はシュートオフ（１射３０秒） 

により決定する。 

⑤ 個人競技のブロンズメダルマッチ及びゴールドメダルマッチは、１セット３射（１射２０秒以内）の交互

行射５セットマッチとする。尚、５セット終了時、同ポイントの場合はシュートオフ（１射２０秒）により

決定する。 

⑥ 団体競技の行射方法は、全ての対戦において各チーム１名の競技者のみがシューティングライン上に立ち

行射を行い、順次交代し行射する。1/8イリミネーションからセミファイナルまでは、１セット２分６射 

（２射×３名）の同時行射４セットマッチとする。尚、４セット終了後、同ポイントの場合はシュートオフ

（３射６０秒）により決定する。 

⑦ ゴールドメダルマッチは、１セット３射×２回（合わせて２分以内）の交互行射４セットマッチとする。 

チームは３射（１名１射×３名）を行射後、相手チームと交代する。尚、４セット終了後、同ポイントの場

合はシュートオフ３射（合わせて６０秒以内、１名１射×３名）により決定する。チームは1射（１名）を

行射後、相手チームと交代する。 

（３）団体選手のエントリー 

① 団体競技のエントリー選手は４名とし、申込書に記載された上から順に的割をする。 

② 申し込み後は、エントリー選手の変更は一切認めない。 

（４）得点記録 

① 当該標的使用選手の相互得点記録方式とし、選手が記録用紙に記入する。 

② 得点記録の報告における虚偽や不正申告の場合には、当該標的使用選手の確認不履行として、当該選手又

は同一標的使用選手全てを失格処分とすることがある。 

③ 決勝ラウンドでは、得点を速やかに得点板に表示する。 

 

10 参加資格 

（１）選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。 

 （２）選手は、各県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、当該競技要項により東北大会参加の資格を得た者に

限る。 

 （３）令和７年度(公社)全日本アーチェリー連盟登録規定により、高等学校競技者として登録を完了し「Ａ．Ｊ．

Ａ．Ｆ．ターゲットバッジ」の資格を取得しているものに限る。 

 （４）年齢は、平成１８年（2006年）４月２日以降に生まれた者とする。ただし、同一学年での出場は、１回限り

とする 

 （５）チームの編成において、全日制課程、定時制課程、通信制課程の生徒による混成は認めない。 

 （６）転校後、６ケ月未満の者の参加は認めない。ただし、一家転住等やむを得ない場合は、各県高等学校体育連

盟会長の許可があればこの限りではない。 

 （７）出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在籍する学校長及び専門部長の承認を必要とする。 

 （８）参加資格の特例は全国高校総体参加資格に準ずる。 

① 上記（１）（２）に定める生徒以外で、当該競技要項により大会参加資格を満たすと判断され、当該校

長が推薦した生徒について、別途定める規定に従い大会参加を認める。 

② 上記（８）①の但し書きについては、学年の区別を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競技３
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回までとする。 

11 参加制限 

 （１）団体競技の部 

① 各県からは、男女それぞれ県予選大会における上位３校以内とする。 

② 開催県からは、別に男女各１校出場することができる。 

③ １チームは、引率責任者１名・監督１名・選手４名・マネージャー１名以内とする。 

④ 参加申し込み後の選手の変更は認めない。 

 （２）個人の部 

① 各県の上記(１)の代表校以外の男女各２名とする。 

② 開催県は、上記の他男女各２名出場することができる。 

③ 個人競技は、引率責任者１名・監督１名・選手１名・マネージャー１名以内とする。 

④ 参加申込後の選手変更は認めない。 

 

12 服装規定 

選手・マネージャーの開会式・閉会式及び競技中の服装は、東北高体連アーチェリー専門部が制定する服装規定

の範囲とする。 

 

13 表  彰 

 （１）団体競技の部 男女別 

１位 優勝旗（持ち回り）、賞状、トロフィー、４人分のメダル 

２位～３位 賞状、トロフィー 

 （２）個人競技の部 男女別 

１位～３位 賞状、メダル 

４位～６位 賞状 

 （３）最高得点者賞 男女別 

予選：７０ｍラウンド ３６射計で最高点の者を表彰する。 

 （４）特別表彰 

団体競技の部・個人競技の部で３年連続優勝時には、次回大会の開会式において特別表彰をする。 

 

14 参 加 料 

 （１）団体競技の部  ２３，０００円（１チーム） 

 （２）個人競技の部   ２，５００円 
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15 参加・宿泊・弁当申込 

 （１）大会参加 

   ① 申 込 先 

参加申込用紙に必要事項を記入し、データ（校長職印無し）を以下のメールアドレスへ送信する。 

併せて、原本（校長職印有り）を学校ごとに大会事務局へ郵送する。 

大会事務局  青森県高体連アーチェリー専門部  菅 井 宜 光  宛 

メールアドレス  sugai-nobumitsu@m05.asn.ed.jp 

                (数字) 

郵 送 先  〒039-3215 青森県上北郡六ヶ所村大字倉内字笹崎３０５ 

                  青森県立六ヶ所高等学校内 

② 申込期限 

  令和７年６月９日（月）までにデータ送信とする。 原本については６月１２日（木）とする。 

③ 参加料の振込 

以下の口座に令和７年６月２０日（金）までに振り込むこと。また、振込手数料については各学校負担と

する。依頼人欄は、県名（◯◯県立）を除き、学校名が最初になるよう記入する。 

振込先  青森みちのく銀行 十和田中央支店  普通 ２６４７０１４ 

口座名  青森県高体連アーチェリー専門部 菅井宜光（すがい のぶみつ） 

（２）宿泊、弁当 

① 申込方法 

  後日、名鉄観光サービス株式会社青森支店が作成した宿泊申込要項を案内する。 

申込を希望する場合は、宿泊申込要項を確認し、インターネットサイトより必要事項を入力する。 

   ② 申込期限 

令和７年６月９日（月）１７：００までに入力する。 

   ③ 宿泊費・弁当代の振込 

   学校ごとに名鉄観光サービス株式会社青森支店が指定した以下の口座に、令和７年６月２０日（金）まで

に振り込むこと。ご依頼人欄には、学校名で振り込みをお願いします。（○○県立は省いて下さい） 

振込先  三菱ＵＦＪ銀行 新東京支店 

口座名  普通 ３３１８２３１ メイテツカンコウサービス（カ 

 

16 諸 連 絡 

（１）監督・引率 

① 引率責任者（当該教員）は、参加生徒の全ての行動について責任を負うものとする。引率責任者は、団

体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校長の認める学校の職員とする。 

② 校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則78条の２に示された者）も可とす

る。但し、「部活動指導員」に引率を委嘱する校長は、都道府県高体連会長に事前に届け出る。監督、コ

ーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保健

等）に必ず加入することを条件とする。 

③ 監督は令和７年度（公社）全日本アーチェリー連盟登録（競技者・指導者）または（公財）全国高等学

校体育連盟アーチェリー専門部顧問登録のいずれかを完了している者であること。 
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 （２）服 装 

    ① 選手・マネージャーの服装は、東北高等学校体育連盟アーチェリー専門部の服装規定によるものとす

る。（東北高校大会においては、各県専門委員長の申し合わせ事項により、下衣はチーム統一のジャージ

でも可とする。） 

    ② 監督の服装は、当日審判の業務があるので、それにふさわしい服装の準備をすること。 

 （３）式 典 

開会式・閉会式・表彰式には、選手、マネージャーは必ず競技の服装、または各チームの統一された服装

で参加すること。 

 （４）健康管理 

競技中の傷疾に対する応急処置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。なお、参加者は健康保険

証を持参すること。 

 （５）個人情報の取り扱い 

参加申込書に記載された個人情報については、申込の確認、大会プログラム、記録の確認で利用するほ

か、東北高等学校体育連盟アーチェリー専門部が認めた報道関係に記載されることがあります。参加申込書

の提出により、これらの取り扱いに承諾いただいたものと判断いたします。なお、それ以外で利用するとき

は利用目的を明確にし、同意を得て使用します。 


